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こ
と
を
市
民
参
加
の
原
則
に
据
え

る
と
と
も
に
、
個
性
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
と
市
が
協
働
し
て
い
く

た
め
の
仕
組
み
を
制
度
と
し
て
明

文
化
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例

案
に
基
づ
き
、
市
は
政
策
形
成
過

程
に
お
け
る
市
民
参
加
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
年

度
は
市
民
活
動
へ
の
支
援
や
市
民

と
の
協
働
に
関
す
る
指
針
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
環
境
基
本
条
例
（
案
）」
に
お
き

ま
し
て
も
同
様
の
手
法
に
よ
り
取

り
ま
と
め
、
本
定
例
会
に
議
案
と

し
て
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。
平
成　

年
度
策
定
に
向
け

１５

て
、
今
年
度
は
基
礎
調
査
の
実
施

の
ほ
か
、環
境
審
議
会
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具

体
的
な
取
組
み
と
い
た
し
ま
し

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

取
得
に
向
け
て
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

を
行
い
ま
す
。

　

第
３
の
柱
は
、
西
東
京
市
の
行

財
政
改
革
の
取
組
み
で
あ
り
ま

す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

西
東
京
市
は
合
併
を
「
究
極
の
行

政
改
革
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

誕
生
し
た
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
深
刻
な
経
済
状
況

下
に
あ
っ
て
は
、
本
市
の
財
政
基

盤
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
不

断
の
見
直
し
を
行
い
、
有
効
財
源

を
捻
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に

お
い
て
精
力
的
に
ご
審
議
い
た
だ

き
、
今
後
何
を
な
す
べ
き
か
、
本

市
の
あ
る
べ
き
「
行
財
政
の
姿
」

な
ど
に
つ
い
て
３
月
末
に
は
答
申

を
い
た
だ
け
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
の
早
い
時
期
に
こ
の

答
申
を
基
に
行
財
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
、
着
実
な
実
行
に
移
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

　

次
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の
地

方
財
政
計
画
が
示
す
よ
う
に
平
成

　

年
度
に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況

１３に
あ
り
ま
す
。
景
気
後
退
や
依
然

と
し
て
下
落
す
る
地
価
動
向
の
な

か
、
本
市
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る

市
税
や
利
子
割
交
付
金
の
落
ち
込

み
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
主
要
な

一
般
財
源
に
つ
い
て
も
多
く
を
期

待
す
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
自
立
性
、
自
主
性
を
高

め
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
少
子
･
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
質
･
量
と
も
に
、
ま
す
ま
す
増

大
す
る
行
政
需
要
を
は
じ
め
、
合

併
に
伴
い
、
付
加
的
に
発
生
す
る

財
政
需
要
に
も
引
き
続
き
適
切
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度
同

１４

様
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本
理
念

の
実
現
に
向
け
た
予
算
で
あ
る
と

位
置
付
け
、
新
市
建
設
計
画
の
４

つ
の
重
点
施
策
を
は
じ
め
、
各
分

野
に
お
け
る
主
要
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
各

種
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
の
執
行
実
績
を
踏
ま

１３
え
、
適
正
な
内
容
と
す
る
こ
と
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
予
算

１４

は
総
額　

億
５
千　

万
円
、
前
年

５９８

７００

度
比
７
億
８
千　

万
円
の
増
、
率

８００

に
し
て　
�
の
増
と
な
り
ま
す
。

１．３

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
が
個

人
市
民
税
に
お
い
て
所
得
の
停
滞

等
に
よ
り
横
這
い
と
な
る
一
方
、

法
人
市
民
税
に
お
い
て
は
、
市
内

大
手
企
業
の
減
収
等
に
よ
り　
�２４

の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
地
価
が
下
落
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
等

に
よ
り
、　
�
の
増
額
を
見
込
ん

０．９

で
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
市
税

は　

億
６
千　

万
２
千
円
、
前
年

２７３

３８

度
比
１�
、
２
億
８
千　

万
８
千

８０４

円
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
が
、

主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
が

２
年
連
続
の
減
収
と
な
り
、
財
政

運
営
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
子
割
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

高
金
利
の
郵
便
貯
金
の
集
中
満
期

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
比　
�
と
大
幅
な
減
額
と
な
る

３０．６

５
億
９
千　

万
円
を
見
込
み
ま
し

１００

た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
依
然

と
し
て
個
人
消
費
の
低
迷
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
前
年
度
並
み
の

　

億
６
千　

万
円
を
見
込
み
ま
し

１６

３００

た
。

　

地
方
特
例
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
恒
久
的
減
税
に
よ
る
影
響
見

込
額
を
踏
ま
え
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
の　

億
３
千　

万
円
を
見
込

１２

６００

み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
総

額
で　

億
２
千
万
円
を
見
込
み
ま

３５

し
た
。
前
年
度
と
比
較
し
て
１
億

１
千　

万
円
の
減
で
あ
り
ま
す

４００

が
、
そ
の
内
訳
と
し
ま
し
て
普
通

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
伴

う
「
算
定
替
」
に
よ
り　

億
円
と

３１

見
込
み
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
通
常
ル
ー
ル
分
を
１

億
円
と
し
、「
市
町
村
合
併
に
対
す

る
措
置
」
分
と
し
て
前
年
度
の　
６０

�
に
あ
た
る
３
億
２
千
万
円
を
加

算
し
４
億
２
千
万
円
と
見
込
み
ま

し
た
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比　
�
減
の　

億　

万
７
千

３．７

５６

７９７

円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

主
な
内
容
と
し
て
、（
仮
称
）
合
併

記
念
公
園
整
備
事
業
で
９
億
３
千

　

万
円
を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
保
谷

８００都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線

１２

整
備
事
業
で
１
億
９
千　

万
円
、

７００

け
や
き
小
学
校
建
設
工
事
に
１
億

７
千　

万
円
、
さ
ら
に
合
併
市
町

９５９

村
補
助
金
を
２
か
年
分
の
３
億
４

千
万
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

都
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比　
�
減
の　

億
１
千　

万
２

９．３

４９

６９５

千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
主
な
内
容
と
し
て
、
市
道
拡
幅

改
良
工
事
等
で
１
億
５
千
万
円
、

市
町
村
振
興
交
付
金
で
４
億
３
千

　

万
円
、
市
町
村
調
整
交
付
金
を

３００５
億
５
千　

万
円
な
ど
を
見
込
ん

３５９

だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
整
備
基
金
を
新
市
建
設
事
業

な
ど
に
充
て
る
た
め
８
億
７
千　
８００

万
円
繰
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
退
職
手
当
基
金
、
地
域

福
祉
基
金
な
ど
の
特
定
目
的
基
金

　

億
２
千　

万
３
千
円
、
財
政
調

１０

７７５

整
基
金　

億
円
な
ど
、
基
金
繰
入

１７

金
総
額
で
前
年
度
比　
�
、
約
８

３１．９

億
７
千
万
円
増
の　

億　

万
３
千

３６

５７５

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。　

市

債
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設
計
画

事
業
に
伴
う
合
併
特
例
債
を　

億
５９

２
千　

万
円
、
恒
久
的
減
税
に
伴

７６０

う
住
民
税
等
減
税
補
て
ん
債
を
４

億
３
千　

万
円
、
地
方
一
般
財
源

８１０

の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
臨
時

財
政
対
策
債
は
前
年
度
比　

倍
の

２．２

　

億
４
千　

万
円
、
さ
ら
に
、
そ

１７

３７０

の
他
の
通
常
債
と
し
て
（
仮
称
）

東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、
市
道
拡
幅
改
良
事
業

な
ど
６
億
８
千　

万
円
、
市
債
総

９０

額
で
約　

億　

万
円
増
の　

億
９

１４

７２０

８７

千　

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

３０
た
。

　

な
お
、
合
併
特
例
債
の
主
な
事

業
は
田
無
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
等

整
備
工
事
に
２
億
４
千　

万
円
、

３１０

（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
整
備
事

業
に　

億
８
千　

万
円
、
け
や
き

２２

９２０

小
学
校
建
設
事
業
に　

億
４
千　

２１

６１０

万
円
、
都
市
計
画
道
路
３
･
４
･

　

号
線
整
備
事
業
に
７
億
３
千　

１２

１８０

万
円
、
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及

び
小
・
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改

造
事
業
に
３
億
３
千　

万
円
な
ど

５１０

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

性
質
別
の
歳
出
で
は
、
義
務
的

経
費
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
職
員
定
数
の
適
正
化
に
よ
る

減
と
再
任
用
職
員
制
度
の
創
設
に

よ
る
増
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
そ

の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。
扶
助
費

に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
生
活
保
護
費
、
児
童
福

祉
費
を
中
心
と
し
て
福
祉
施
策
に

必
要
な
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
借
入
の
住
民
税
等
減
税
補

１０て
ん
債
や
コ
ー
ル
田
無
建
設
事
業

の
元
利
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
、
約
２
億
３
千
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
投
資
的
経
費
は
、
田
無

庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
等
整
備
工
事

や
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ

る
（
仮
称
）
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
（
仮
称
）
上
向

台
地
区
会
館
建
設
、
都
市
計
画
道

路
の
整
備
、
生
活
道
路
の
整
備
、

（
仮
称
）合
併
記
念
公
園
の
整
備
、

け
や
き
小
学
校
の
建
設
、
小
・
中

学
校
の
施
設
改
修
工
事
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
一

般
会
計
も
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
は
医
療
給
付
費
の
会
計
年
度
区

分
の
改
正
を
踏
ま
え
、
前
年
度
比

　
�
増
の　

億
５
千　

万
１
千

３．５

２２

６５３

円
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
は

前
年
度
比　
�
減
の　

億
２
千
万

３．１

２５

円
、
老
人
保
健
（
医
療
）
特
別
会

計
へ
は
前
年
度
比
２�
増
の
６
億

９
千　

万
１
千
円
、
介
護
保
険
特

４１４

別
会
計
へ
は
前
年
度
比
７�
増
の

　

億
９
千　

万
円
な
ど
、
総
額
で

１０

５２０

前
年
度
比　
�
増
の　

億
７
千　

１．３

６５

３９４

万
３
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

　

平
成　

年
度
の
主
要
な
施
策
に

１４

つ
い
て
は
、「
新
市
建
設
計
画
」
の

施
策
体
系
を
基
本
と
し
主
要
事
業

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
病
後

児
保
育
室
の
設
立
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
地
域
福
祉
計
画
等
の
策

定
、
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
痴
呆
性
高
齢
者
等
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進　

　
（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
の
整

備
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
、（
仮

称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設

　

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
、
青

嵐
中
学
校
校
舎
建
替
え
、
西
原
地

区
小
学
校
統
合
事
業
、
通
級
学
級

の
開
設
、
小
学
校
給
食
の
食
器
改

善
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
向
け

検
討
、
教
育
相
談
機
能
の
充
実
、

特
色
あ
る
教
育
の
実
現
、
教
育
情

報
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
学
校
施
設

開
放
事
業

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
、

市
道
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
保
谷
駅
南

口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
、
庁

舎
・
敷
地
整
備
事
業
、
地
域
防
災

計
画
等
の
策
定
、
防
火
貯
水
槽
の

設
置
、
緊
急
物
資
の
充
実
、
市
体

育
館
の
建
替
え

　

地
域
産
業
の
育
成
（
起
業
家
支

援
相
談
窓
口
の
開
設
、
商
店
街
マ

ッ
プ
の
作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
・
拡
充
、
都
市
農
業
の
振
興

計
画
策
定
な
ど
）

　

特
定
非
営
利
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
等
と
の
協
働
及
び
支
援
、
総

合
計
画
の
策
定
、
地
域
情
報
化
の

推
進
、
情
報
通
信
技
術
講
習
会
の

推
進
、
男
女
平
等
の
推
進
、、
女
性

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
、（
仮
称
）
上
向
台
地
区
会
館
の

建
設
、（
仮
称
）
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
新
市
誕

生
記
念
事
業
、
各
行
政
機
関
と
の

連
携

　

西
東
京
市
は
、
ま
す
ま
す
進
展

す
る
地
方
分
権
に
い
ち
早
く
対
応

す
る
た
め
に
合
併
し
、
誕
生
し
た

自
治
体
で
あ
り
ま
す
。本
年
度
は
、

市
民
参
加
条
例
の
制
定
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
て
、
市
民
と
市
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
重

要
な
年
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
時
か
ら
の
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

ま
す
と
と
も
に
、
本
市
が
市
民
の

負
託
に
応
え
、
更
な
る
発
展
と
飛

躍
を
遂
げ
る
た
め
、
旧
両
市
の
歴

史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
新

市
と
し
て
の
独
自
性
を
確
立
し
、

　

世
紀
を
先
導
す
る
地
方
自
治
体

２１と
な
る
よ
う
私
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
努
力
・
精
進
し
て
い
く
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
、
市
議
会
及
び
市
民
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方

針
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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企
画
課
（
田
無
庁
舎�
内
線　
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紙
面
の
都
合
上
、
概
要
の
記

載
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
施
政

方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
西

東
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
田
無

・
保
谷
両
庁
舎
の
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
お
よ
び
各
図
書
館
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


